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多摩都市モノレール株式会社 

 

 

 

 

多摩都市モノレール株式会社（本社：東京都立川市、社長：奥山 宏二）では、本日開催

された第 40 回定時株主総会において、第 40 期（2025 年度）決算概要を報告いたしまし

たので、お知らせいたします。 

 

○ 決算のポイント 

・コロナ禍からの回復と新たな需要増加により、輸送人員、運輸収入ともに過去

最高。 

 

 

 

 

 

※（ ）は前期比 

・主に営業収益の増加により、営業利益・経常利益・当期純利益は大幅に増加。 

  

 

 

 

 輸送人員 運輸収入 営業収益 

2025 年度 
5,303 万 3 千人 

（4.8％） 

87 億 84 百万円 

（4.7％） 

90 億 33 百万円 

（4.7％） 

2024 年度 5,061 万 8 千人 83 億 86 百万円 86 億 27 百万円 

2019 年度 5,249 万 8 千人 85 億 30 百万円 87 億 89 百万円 

 営業利益 経常利益 当期純利益 

2025 年度 18 億 47 百万円 20 億 17 百万円 12 億 47 百万円 

2024 年度 14 億 94 百万円 15 億 92 百万円 6 億 50 百万円 

2019 年度 ７億 15 百万円 ６億 45 百万円 １億 71 百万円 

第40期（2025年度）決算概要について 

【お問合せ】 

多摩都市モノレール株式会社 総務部経理・経営戦略グループ 

℡042－526－7800（受付時間 平日 9:00～17:45） 
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多摩都市モノレール（株）第 40期（2025年度）決算概要 
 

 

１ 輸送人員・運輸収入・営業収益は、過去最高 

第 40期については、輸送人員が延べ約 5,303万 3千人（前期比 4.8％増）、一日平均輸

送人員は約 14万 5千人となり、その内訳は、通勤定期が前期比で 4.6％増、通学定期が前期

比 4.2％増、定期外は前期比 5.2％増となりました。このように輸送人員は全体で増加してお

り、過去最高となりました。運輸収入は前期比 4.7％増の約 87億 84百万円となり、こちらも過

去最高となりました。輸送人員、運輸収入ともに沿線商業施設などの集客力や沿線での住宅開

発などに支えられ、当期は堅調な業績となりました。 

 運輸雑収については、駅構内の利活用やイベントの積極的な実施に努め、前期比3.2％増の約

2億 49百万円となりました。 

 この結果、運輸収入に運輸雑収を加えた営業収益は、前期比 4.7％増の約 90 億 33 百万円

となりました。 

  
 



 

２ 営業利益、経常利益は前期を上回り、当期純利益は大幅に増加 

人件費及び修繕費などの一般経費は増加しましたが、営業収益の増加により、営業利益は約

18億 47百万円、経常利益は約 20億 17百万円となり、いずれも前期を上回る結果となりまし

た。また、当期純利益は、約 12億 47百万円に増加となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の経営の見通し 

  今後、施設の老朽化に伴う設備更新や大規模修繕を着実に実施していく必要があることに加

え、昨今の物価高騰の影響などを受け、経営環境は一層厳しさを増していくと見込んでいます。

また、延伸事業に係る設備投資も本格化していくことから、安全を最優先にしつつ、収支改善に

努め、引き続き経営基盤の強化に努めてまいります。 




